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53．原発性肝癌における67Ga一シンチグラフィーの意義
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　原発性肝癌の診断における67Gaおよびサブトラクシ

ョンシンチグラフィーの意義について，選択的血管造影

の所見との対比を行う事により明らかにしようとした．

原発性肝癌38症例を血管造影の所見よりdiffuse，　soli－

taryおよびmultinodularの三つのtypeに分類した．

肝シンチによる検出率はdiffuseおよびmultinodular

typeで良好であったがsolitary　typeでは不良であった．

しかし67Gaおよびサブトラクションシンチでは三つの

typeの間に著差を認めなかった．次にsolitaryおよび

multinodular　typeの肝癌27例にみられた直径1．5　cm

以上の32個の腫瘍結節についてシンチグラムの所見を

検討した．肝シンチ単独では32個のうち21個（65．6％）

を検出したに過ぎなかった．・一一・一・方，サブトラクションで

は32個のうち27個（84．4％）を検出し得た．直径5cm

以下の腫瘍に限ると15個のうち最終的には11個を検

出し得たが，このうち肝シンチ単独で検出し得たものは

5個に過ぎず，肝シンチは陰性で検出し得た6個のうち

3個は67Ga強陽性により，残りの3個はサブトラクシ

ョンによりはじめて検出し得た．検出可能であった最小

の腫瘍は1．8cm径のものであった．以上の如く，67Ga

およびサブトラクションシンチにより原発性肝癌の検出

率が向上し，殊に細小肝癌の検出能をたかめる上で意義

がある事を明らかにした．

解明されていない．そこでわれわれは，シンチグラフf，

ガンマカウントおよびオートラジオグラフィを用いて

67Ga・citrateの集積分布を検討した．

　症例は，骨巨細胞腫2例，骨および軟部の悪性線維性

組織球腫各1例，線維性骨腫1例，軟部の神経肉腫，

血管腫，脂肪腫および線維腫の各1例，計9症例であ

る．これらのうちガリウムシンチグラム陽性を呈したの

は，骨巨細胞腫，悪性線維性組織球腫，線維性骨腫およ

び神経肉腫の6例で，陰性を呈したのは，血管腫，脂肪

腫および線維腫の3例であった．

　手術前にシンチグラフィを行い，術後，正常と思われ

る部分と腫瘍部分から約1cm立方の組織片を採取し，

重量測定後ウエルタイプシンチレーションカウンターに

て測定し，各部分のRI集積比の比較に用い，その後，

次の右大腿骨巨細胞腫および右下顎骨線維性骨腫の2症

例に対しミクロオートラジオグラフィを行った．

　上記2例ともに，シンチグラムでは病巣部に一致して

集積像を認め，そして正常部分よりも腫瘍部分の単位体

積あたりのカウント数は高かった．

　オートラジオグラフィでは，前者では，細胞成分にグ

レインが認めちれ，とくに間質細胞に多くのグレインが

認められ，後者にては，幼若な骨組織に多くのグレイン

が認められ，線維組織部分にはほとんどグレインは認め

られなかった．
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　6？Ga・citrateを用いた腫瘍シンチが整形外科領域でも

広く用いられているが，その集積機序にっいては，未だ

　最近，1231－ortho－iodohipPurate（1231－OIH）が開発さ

れ，腎機能検査法への応用が行われつつある．われわれ

も，腎機能の評価が必要な34症例につき，その臨床応

用を行った．検査は高エネルギー用高感度パラレルコリ

メータ（3，300holes）を使用，方法は水負荷後，1231－

OIHを静注し，直後より5秒間隔，400　frameのdata

をdiskに収録しcomputer処理を行った。投与5分後

のimageを基に，　ROIを設定し，各領域レノグラムを

作成し，合わせてT1／2でのfunctional　imageを検討

した．両腎にレノグラムの排泄遅延を認めた症例の区域
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レノグラムでは右腎孟の排泄遅延を認め，右腎結石を確

認した．また，経過をみた症例では，治療前のレノグラ

ムで排泄遅延を示し，区域レノグラムで右腎孟の排泄遅

延で，functional　imageでは，腎実質，腎孟部での

T1／2の延長が認められ，治療後には，腎実質で改善と

残存障害部位の局在が指摘できた。区域レノグラムおよ

びfunctional　imageを利用することで，　pattern分類，

腎性障害か後部尿路障害かの判定，さらに障害部位の局

在の把握が可能であった．

56．1231ヒプランによる腎動態機能検査
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　新しいレノグラム製剤である1231ヒプランを用い，

主に水腎症を対象として腎動態イメージ，局所レノグラ

ム，機能イメージの解析による局所腎機能の評価を試み

た．

　対象はDIPにて診断の確定した水腎症13例を含む

計30例である．

　全例鮮明なイメージが得られ，十分なカウントの収集

による良好な局所レノグラム，機能イメージの作成が可

能であった．水腎症では全例において腎動態イメージ，

腎全体のレノグラムで排泄障害のパターンを示したが，

さらに皮質の局所レノグラムをとることにより，皮質機

能の評価がなしえ，従来述べられているように術後の腎

機能回復の予測が可能であることが示唆された．また腎

上部と下部において機能に差がある場合も局所レノグラ

ム，機能イメージによる評価が有用であった．

　1231ヒプランは被曝線量軽減の点，放出ガンマ線のエ

ネルギーがシンチカメラに適当である点で1311ヒプラ

ンに代わるレノグラム製剤であり，これによる腎動態機

能検査は局所腎機能の評価にすぐれ，臨床上非常に有用

な方法であると考えられた．
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　今回われわれは，1231－HipPuranを使用する機会を得，

従来の腎イメージング剤と比較したので，その結果を報

告する．

　1231－HipPuranは，1311－HipPuranに比べ，γ線エネ

ルギーが適当で，より鮮明なシンチグラムを得ることが

できた．また，1231は半減期が13時間であり，1311の

半減期8日に比べて短く，またβ線も放出しないた

め，被曝線量の軽減が可能となり，尿路閉塞例や，繰り

返し検査を行う場合に適当と考えられる．

　正常例8例において，1231－HipPuranによるROIレ

ノグラムと，1311－HipPuranによる通常のレノグラムの

パラメーターを比較した．ROIレノグラムでは，

T3／4　m。xは，左腎：7．42土1．67分，右腎：4．63土1．17

分であり，T1／2　m。xは，左腎7．42士1．67分，右腎：

7．75±2．54分であった．通常のレノグラムでは，

T3／4　m。xは，左腎：5．73±1．12分，右腎：5．60土1．59

分であり，T1／2　m。xは，左腎9．63士4．21分，右腎：

9．60±3．46分であり，各パラメーターにおいて，ROI

レノグラムの方が短縮していた．この理由として，ROI

レノグラムが正確に，腎領域を設定できるため，左右腎

の位置の違いや，バックグラウンドによる影響がとりの

ぞけるためだと考えられた．

　腫瘤性病変においては，1231－HipPuranは99mTc－

DTPAや99mTc－DMSAよりも，病変描出能が低下し

ていると考えられた．
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　1231－Hippuranを用いて腎の核医学的動態機能検査

を行い，以下の結論を得た．

（1）薄層クロマトグラフィによる検討では，原液と尿

中排泄後とで同じRf値を呈し，体内で代謝を受けない

ものと考えられた．

　（2）経時的採血による血中消失曲線とレノグラムとの

Presented by Medical*Online


	1128
	1129



